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７５
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て保

険
年
金
課
（
内
線
５
２
４
）

　

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
、
７５
歳
以

上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
制
度
の
見
直
し
を
含
め
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
正
式
な
内
容
が
固
ま

っ
た
段
階
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

①
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
新
た
に
施
行

さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

け
る
７５
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
６
か
月
間
は
無
料
と
な

り
、
平
成
２０
年
１０
月
か
ら
平
成
２１
年
３

月
ま
で
の
６
か
月
間
は
、
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

７５
歳（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
６５

歳
）以
上
の
方
で
、
平
成
２０
年
３
月
３１

日
又
は
７５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
に
被

用
者
保
険（
※
国
保
は
除
く
）
の
被
扶
養

者
と
な
っ
て
い
る
方
。

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
日

の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
、
均
等
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加
え
て
行

う
も
の
で
す
。

②
１
人
１
枚
の
保
険
証

　

新
し
い
制
度
で
は
、
１
人
１
枚
の
保

険
証
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
保

険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
険
証
は
、
市
役
所
か
ら
個
別
に
郵
送

し
ま
す
。

③
公
平
な
保
険
料
の
負
担

　

新
し
い
制
度
で
は
、
高
齢
者
に
も
公

平
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
愛
媛
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
お
い
て
、
県
内
均

一
の
保
険
料
率
を
決
定
し
、
保
険
料
は

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
そ

の
方
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
部

分（
所
得
割
額
）と
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
等
し
く
負
担
す
る（
均
等
割
額
）と
の

合
計
額
に
な
り
ま
す
。

④
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の
軽
減

　

低
所
得
者
世
帯
に
属
す
る
方
に
つ

い
て
は
、
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額
を

軽
減（
７
割
・
５
割
・
２
割
）し
、
ま
た
、

保
険
料
は
ど
ん
な
に
所
得
が
高
い
方

で
も
年
額
５０
万
円
が
上
限
と
な
り
ま

す
。

⑤
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き

　

年
間
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ

せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額
の
半
分
を

超
え
る
場
合
に
は
、
天
引
き
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
か
ら
天
引
き
し
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
年
金
課
か
ら

送
付
す
る
納
付
書
又
は
口
座
振
替
に

よ
り
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
〒
７
９
９
ー
２
４
３
０
、松
山
市
北

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）
中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

条
辻
６
番
地
、
松
山
市
役
所
北
条
支
所

２
・
３
階
、☎
９
１
１
ー
７
７
３
３
、

９
１
１
ー
７
７
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スinfo

@
ehim

e-ko
uiki.jp

、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.ehim

e-

ko
uiki.jp/

）又
は
、
保
険
年
金
課
。

平成１９年度明るい選挙啓発ポスター

入選作品紹介

　平成１９年度明るい選挙啓発ポスターの愛媛県

の入選作品が決まりました。県内の１８６校から

１，４１１点の応募があり、西
にしかわ

川有
ゆ み

美さん（港南中２年）

の作品が中学校の部の入選に選ばれました。

　見事入選となった作品を紹介します。
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所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、３
月
１７
日
㈪
ま
で

　

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１８
日
㈪
か

ら
３
月
１７
日
㈪
ま
で
で
す
。（
土
・
日
曜

日
は
除
く
。
た
だ
し
、
松
山
税
務
署
で

は
、２
月
２４
日
㈰
及
び
３
月
２
日
㈰
に
、

確
定
申
告
に
つ
い
て
の
相
談（
電
話
相

談
を
含
む
）や
申
告
書
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。）

　

毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
相
談
や

確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
お
早
め
に
！

ま
た
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
確
定
申
告
相
談
時
に
必
要
な
書
類

○
確
定
申
告
書（
税
務
署
か
ら
送
付
さ

れ
た
確
定
申
告
書
を
お
持
ち
の
方
の

み
）

○
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
源
泉

徴
収
票

○
印
鑑
、
筆
記
用
具

○
医
療
費
の
領
収
書
、
支
払
保
険
料
の

証
明
書

○
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
い
を

し
た
旨
を
証
す
る
書
類

○
還
付
金
の
受
取
口
座
の
分
か
る
も

の○
そ
の
他
必
要
な
書
類

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

（
個
人
事
業
者
）
を
お
忘
れ
な
く
！

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月
３１
日

㈪
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
と
相
談
は
、
余
裕
を
持
っ
て
お

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
をお

忘
れ
な
く
！

　

平
成
１９
年
１
月
１
日
～
１２
月
３１
日

の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
の
合
計
額
が
１１０
万
円
を
超

え
る（
過
去
に
相
続
時
精
算
課
税
適
用

者
の
除
く
）と
贈
与
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
１９
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
３
月
１７
日
㈪
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

松
山
税
務
署
及
び
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
９
４
１
ー
９
１
２
１
）

ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

自
宅
や
事
務
所
等
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
や
納
税
が

で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま
た
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ

を
そ
の
ま
ま
取
り
込
み
、
電
子
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
税
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。（
ご
利
用
に
は
別

途
、
金
融
機
関
と
の
契
約
及
び
税
務
署

へ
の
電
子
申
告
・
納
税
等
開
始
届
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。）

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
使
え
ば

こ
ん
な
こ
と
が
大
変
便
利
！

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申

告②
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額
控
除

③
添
付
書
類
が
提
出
不
要

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※
詳
し
く
は
、
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.e-tax.nta.go

.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を
！

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
納
税
の
方
法

に
、
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
、
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

手
間
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
税
務
署
又
は
預
貯
金
先
の
金

融
機
関
に
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
」
を
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
の
口
座
振

替
日
は
４
月
２２
日
㈫
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
口
座
振
替
日
は
４
月
２４

日
㈭
で
す
。

にせ税理士にご用心！

　「税金の相談は○○へ」などの宣伝をうの

みにしたばかりに、迷惑を被ったということ

をよく聞きます。

　税務相談は、税理士や税理法人でなければ

できないことが、法律で規定されています。

　「にせ税理士」には、くれぐれもご注意くだ

さい。



水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

平
成
２０
年
度 

水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有

料
広
告
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
検
針
票
は
、
２
か
月
に
一
度
、
本

庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

全
て
の
家
庭
・
企
業
に
配
布
し
て
お
り
、

１
回
あ
た
り
約
１
１
，０
０
０
枚
、
年
間

６
回
で
約
６
６
，０
０
０
枚
配
布
さ
れ

ま
す
。

①
掲
載
の
位
置

　

『
上
下
水
道
使
用
量
等
の
お
知
ら
せ
』

の
裏
面

②
掲
載
面
積

　

全
枠（
縦
１０２
㎜
×
横
６７
㎜
）又
は
１
／
２

枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

③
掲
載
の
カ
ラ
ー

　

水
色
・
赤
色
の
２
色
刷
又
は
ど
ち
ら

か
の
１
色
刷

④
広
告
の
掲
載
料

　

全
枠（
年
間
１
０
０
，
０
０
０
円
）又

は
１
／
２
枠（
年
間
５
０
，０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
掲
載
料
の
か
わ
り
に
検
針
票
の

　

現
物
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

　

ま
す
。

⑤
配
布
枚
数

　

年
間
約
６
６
，０
０
０
枚

■
申
込
方
法

　

水
道
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.c
ity.iyo

.e
h
im
e
.jp
/)

で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

１
月
４
日
㈮
～
３１
日
㈭

縦５０㎜×横６７㎜

年間５０，０００円

（１/ ２枠の場合）

 ■掲載面積
　縦１０２㎜×横６７㎜

 ■掲載料
　年間１００，０００円

 ■カラー
 　水色・赤色の２色
 刷、又は、どちらかの
 1 色刷り

（全枠の場合）

縦５０㎜×横６７㎜

年間５０，０００円

■裏面（広告掲載イメージ図）
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市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

都
市
整
備
課
（
内
線
５
９
６
）

中
山
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課
☎
９
６
７
ー
１
１
１
１

双
海
地
域
事
務
所
総
合
窓
口
課
☎
９
８
６
ー
１
１
１
１

　

平
成
１９
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入
居

の
希
望
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
対
象
住
宅

○
中
山
地
区
…
竹
之
内
住
宅（
３
戸
）、

門
前
住
宅（
３
戸
）、
寺
尾
団
地（
１
戸
）、

豊
岡
団
地（
１
戸
）

○
双
海
地
区
…
夕
や
け
団
地（
１
戸
）、

清
流
団
地（
特
公
賃
）（
２
戸
）、
二
瀬
団

地
（
１
戸
）

※（　

）内
は
、
１
月
１
日
現
在
の
空
家
の
数

　

で
す
。

■
家
賃

　

入
居
者
の
所
得
を
基
礎
に
、
住
宅
の

立
地
条
件
、
規
模
、
建
築
経
過
年
数
な

ど
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
申
込
資
格

○
伊
予
市
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
方

○
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
現
に
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
有
る
方（
条
件
に
よ
り
単
身

者
も
可
）

○
所
得
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
基

準
に
合
っ
て
い
る
方（
各
種
控
除
後
の

月
額
が
２０
万
円
以
下
の
方
）
た
だ
し
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
特

定
優
良
賃
貸
住
宅
法
に
定
め
る
基
準

に
合
っ
て
い
る
方（
各
種
控
除
後
の
月

額
が
２０
万
円
を
超
え
る
方
）

○
そ
の
他
、
公
営
住
宅
法
及
び
特
定
優

良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
適
応
す
る
方

■
選
考
方
法

　

伊
予
市
営
住
宅
管
理
条
例
に
基
づ

き
選
考
し
ま
す
。（
母
子
、
高
齢
者
、
心

身
障
害
者
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
込
期
間

　

１
月
７
日
㈪
～
１８
日
㈮（
土
・
日
曜

日
を
除
く
８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分
ま

で
の
間
）

住
ま
い
は
生
活
の
よ
り
ど
こ

ろ
で
す
。
住
宅
の
家
賃
は
、

納
付
期
日
ま
で
に
、
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。
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中
予
地
区
の
市
町
が
連
携
し
、
ご

み
の
減
量
化
及
び
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

「
レ
ジ
袋
！
Ｎ
Ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
０
７
」
の
応
募
締
切
が
、
１
月
１０

日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
す
る
方
は
、「
応
募
カ
ー
ド
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
参
加
協
力
店

又
は
市
役
所
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る

応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
タ
ン
プ
が
１０
個
未
満
の
方
は
「
②
愛

媛
の
森
林
基
金
へ
寄
附
」
に
丸
を
し
て

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
６
）

「
レ
ジ
袋
！
Ｎ
Ｏ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
７
」締
切
間
近
！

【Ｂ商品引換券】
「①賞品」を選んだ

方は発表まで保管

してください。

【Ａ応募券】
スタンプが１０個貯

ま っ た ら「① 賞 品」

又は「②寄附」に丸

を付けて、応募箱に

投函してください。

■応募カード
保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
５
）

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い

て
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
次
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

今
後
、
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ
た
段
階

で
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
７０
歳
～
７４
歳
の
方（
※
１
）
の
窓
口
負

担
に
つ
い
て

　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
平
成
２１
年
３

月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担
が
１
割

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
※
１
）既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一

定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

（
※
２
）昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
７０
～
７４
歳

の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
据
え
置
く
も

の
で
す
。

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

勤
労
者
教
育
融
資
の
「
特
別
金
利
」
を
実
施
中
！

　

勤
労
者
教
育
融
資
制
度
は
、
勤
労
者

や
そ
の
家
族
の
教
育（
高
等
学
校
卒
業

後
就
学
年
限
２
年
以
上
）に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
通
常
金
利
よ
り
も
金
利
を
引

き
下
げ
た
「
特
別
金
利
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
取
扱
期
間　

平
成
２０
年
３
月

３１
日
ま
で（
上
記
期
間
内
で
融
資
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
完
了
し
た
も
の
）

■
特
別
融
資
金
利　

年
利
１
・
６
５
％

（
保
証
料
は
、
別
途
必
要
）

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と
す

る
２０
歳
～
５９
歳
の
勤
労
者
で
、
同
一
事

業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

が
１５０
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
方

■
融
資
金
額　

１
世
帯
３００
万
円
以
内

■
返
済
期
間　

１５
年
以
内（
据
置
期
間

４
年
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

四
国
労
働
金
庫
愛

媛
支
店（
☎
９
４
８
ー
１
１
２
１
）又
は

産
業
経
済
課

和楽園の嘱託職員を募集します

■募集職種　嘱託職員（管理宿直）

■業務内容　和楽園の管理宿直業務

■募集人員　若干名

■年齢要件　１８歳以上６５歳未満の人（昭和１８年

４月２日～平成２年４月１日生まれの人）

■任用予定期間　４月１日～平成２１年３月３１日

■勤務時間　１８：３０～翌日８：００

■報酬額　宿直１回につき６，２００円（ただし、１２月

２９日～１月３日は９，３００円）

■募集期間　１月４日（金）～３１日（木）までの執

務時間中（８：３０～１７：３０）

■試験方法　口述試験

■試験日　本人に別途通知します

■試験場所　和楽園

■申込手続き　履歴書（市販のもので可）を募集

期間内に和楽園に提出してください。

■問い合わせ　

和楽園（松前町大溝９６－１、☎９８４－１２６５）



水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

１

１㈫ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２㈬ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

３㈭ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

５㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

６㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１２㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１３㈰ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

１４㈪ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

１９㈯ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

２０㈰ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

２６㈯ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２７㈰ ㈱中山建設 中　山 ９６７－１０３５

２
２㈯ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

３㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地内側の修理は、全て有料です。

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１１月末日現在）

１１月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 １件 ６６件 －９６件

自 動 車 盗 １件 ６件 ＋２件

オートバイ盗 ２件 １２件 ＋５件

自 転 車 盗 ４件 ５０件 ±０件

車 上 ねらい １件 ３８件 ＋８件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 ２１件 ２２３件 －４件

死　者 ０人 ５人 ＋２人

傷　者 ２５人 ２８３人 －８人

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん 

２０
歳
の
ス
タ
ー
ト
は
国
民
年
金
か
ら

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

　

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
２０
歳
に
な
っ
て
何
か
始
め

ま
し
た
か
？

　

皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
と
と
も
に
、
義
務
も
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

も
大
切
な
義
務
の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
を
中
心
と
し

た
若
い
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
、
今

の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
、
ま
た
、
皆
さ

ん
自
身
の
老
後
の
生
活
を
保
障
す
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故
や
病
気
に

も
備
え
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

　

２０
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん

は
、「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ
と

…
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
も
言
い
ま
す
。

将
来
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
も
、

今
か
ら
き
ち
ん
と
手
続
き
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
は
、便
利
で
安
心
な

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

「
つ
い
う
っ
か
り
」と
い
っ
た
納
め
忘
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
早
割
等
の

割
引
を
利
用
す
れ
ば
お
得
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

は
、
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
申
請
を
！

　

所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
が
免
除
、

又
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
中
の

障
害
な
ど
不
慮
の
事
態
に
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市

役
所
保
険
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合
、
届

出
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
在
学
中
の

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害

な
ど
不
慮
の
事
態
に
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

在
学
証
明
書
又
は
学
生
証
の
写
し

（
両
面
写
し
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
市
役
所
保
険
年
金
課
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
保
険
年
金

課
、
又
は
、
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所（
☎

９
２
５
ー
５
１
０
５
）。

MUNICIPAL
GOVERNMENT
NEWS
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ３

４

本庁 １１

１４中山 ０ 中山 １

双海 １ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １３５

１６６

本庁 １，２２４

１，６０９中山 １３ 中山 １８１

双海 １８ 双海 ２０４

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
お
餅
に
ご
用
心
？
】

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

　

お
正
月
と
い
え
ば
、
お
餅
を
連
想
さ

れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
焼
い
て
よ
し
、
煮
て
よ
し
の
お

餅
で
す
が
、
嚥え

ん

げ下
反
射（
物
を
飲
み
込

む
力
）が
弱
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
で

は
、
お
餅
が
窒
息
の
原
因
と
な
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
お
雑
煮
な
ど
を

食
べ
る
際
に
は
、
飲
み
込
み
や
す
い
よ

う
一
口
サ
イ
ズ
に
小
さ
く
切
っ
て
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
お

餅
が
の
ど
に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

意
識
が
あ
る
場
合
に
は
、
背
中
の
真
ん

中（
肩
甲
骨
と
肩
甲
骨
の
間
）を
強
く

連
続
で
叩
く
か
、
背
後
か
ら
両
腕
で
抱

え
、
へ
そ
の
す
ぐ
上
を
拳
で
圧
迫
し
て

く
だ
さ
い
。
意
識
が
無
く
な
り
、
呼
吸

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

心
肺
蘇
生
法（
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）を
行
い
な
が
ら
、
救
急
車
が

到
着
す
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
救
急
出
場
件
数
が
増
加
し
て

　

救
急
車
の
右
後
部
側
面
の
扉
の
中

に
は
、
右
下
写
真
の
よ
う
な
資
器
材
が

積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
閉
じ
込
め
現
場
で
ド
ア

や
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
を
開
放
す
る
際

に
使
用
す
る
金
て
こ
、
弁
慶
の
ほ
か
、

交
通
事
故
現
場
で
救
出
す
る
場
合
に

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
切
断
し
た
り
、
窓

ガ
ラ
ス
を
破
壊
す
る
際
に
使
用
す
る

グ
ラ
ス
マ
ス
タ
ー
な
ど
４
つ
の
救
助

資
器
材
が
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
救
急
車
の
豆
知
識
」

い
ま
す
が
、
救
急
搬
送
人
員
の
約
５５
％

は
軽
症
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

救
急
車
が
必
要
な
時
に
、
救
急
車
を
利

用
で
き
な
い
事
態
が
起
こ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
救
急
車
の
適
切
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊予市消防出初式

■日時　１月２０日（日）、９時３０分～

■場所　ふたみ潮風ふれあい公園

潮風みどりの広場

※伊予市全域において、当日の７時にサイレンを鳴ら

　しますが、火災と間違わないようにご注意ください。
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